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　頭頸部における「サルからヒトへ」の変化は「直
立二足歩行になったことによる姿勢の変化」，「手が
自由になることにより口を戦いの武器とすることが
少なくなった」，「火や道具を使うことにより食物を
料理して柔らかいものを食べるようになった」とい
う 3つの主な要因により生じたと考えられている．
これらの変化には相互関係を有するのだが，これら
3つの変化を基にサルからヒトへ頭頸部の形態がい
かに変化をしていったかを「姿勢に伴う変化」「口
の使い方に伴う変化」「表情筋の使い方による変化」
に分けて考えてみる．
姿勢に伴う変化
　四足歩行をする動物では頭部は脊柱の前に位置し
ており，頭蓋の向きは脊柱の縦軸と同一線上にあ
る．したがって脊柱につながる大後頭孔は後方に開
口している．しかし直立二足歩行になったことによ
り頭部は脊柱の上に位置するようになり，頭蓋の向
きは脊柱の縦軸と垂直をなすようになった．その結
果，四足歩行をする動物において頭蓋の後方に開口
していた大後頭孔はヒトでは下方に向かい開口する
ようになった．サルは二足歩行もするが基本的には
四足歩行で，類人猿といえども完全に手が歩行から
開放されているわけではなく，四足歩行から直立歩
行に移行する過程の形態を示していることから，サ
ルの脊柱は頭蓋の後下方に関節することになり，そ
のため大後頭孔も後下方に開いている（図 1）．
　頭部が脊柱の上に完全に載ることにより，それま
で頭部を持ち上げるように支えていた頸部背側すな
わち項部の筋肉である頭板状筋，頭半棘筋や僧帽筋
は縮小した1）．その結果，これらの筋の起始部であ
る頸椎の棘突起や停止部である後頭骨の隆起は小さ
くなり，特に後頭骨に見られた項稜は消失し最上項
線という弱い隆線に変化した（図 3，4）．さらに，
頸はその上に頭部を載せはするものの頭部を持ち上
げるという重労働から開放された結果として頭部は
その重量を増すことが可能になり，これは脳の容積
が拡大する一因にもなった．
　ヒトが直立二足歩行をするようになり，頭蓋と脊
柱が垂直に連結するようになると，それに伴い咽頭
部における食物の通り道と空気の通り道の位置に変
化が生じた．それは喉頭が下降したことである．サ
ルとヒトの咽頭部を後方から観察してみると，サル
はヒトに比べて喉頭蓋が高く突出しているのみなら
ず，披裂軟骨の位置も高い．舌骨と披裂軟骨の位置
を比較すると，サルでは舌骨大角後端が披裂軟骨の
先端よりも下にあるのに対し，ヒトでは舌骨大角後
端は披裂軟骨よりもかなり高い位置にある．すなわ
ち，ヒトでは舌骨は甲状軟骨よりも上に位置する
が，サルでは甲状軟骨上部に付着しているのである 
（図 2）．これらの変化は頭蓋と脊柱のなす角度の変
化に伴うもので，これによりサルでは比較的直線的
であった空気の流れに角度ができた．またサルでは
食物を嚥下する際に舌根部を挙上することにより，
口蓋と喉頭蓋を密着して気道と食道（食べ物の通り
道）を分離し，喉頭蓋の左右を食物が通過をしてい
たものが，喉頭の位置が下降したことにより，ヒト
では気道と食道の分離が不完全となり誤嚥を生じや
すくなった．すなわち，サルでは物を飲みながら呼
吸をすることができるが，ヒトでは同時に両方のこ
とをすることはできない．しかし，新生児は喉頭が
成人に比べて高い位置にあるために呼吸をしながら
母乳を飲むことができる．赤ちゃんが乳首をくわえ
たまま離さずに母乳を飲むことができるのはこのた
めである2）．また，喉頭の下降による咽頭部の形態
変化の結果，サルでは呼気のほとんどが鼻腔に抜け
ていたものが口腔へ入りやすくなったために，呼気
の際に口腔内に空気を通し舌や口唇などを使いその
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流れに変化をさせることができるようになり，さら
に舌根部の運動域にも広がりができたことがその後
の発音の多様性に影響を与え，さらには言語の発達
に重大な影響を及ぼしたものと考えられる．
口の使い方に伴う変化
　野生動物の世界では口はどのように使われている
かというと，食物を摂取する際に消化管の入り口と
しての役割を果たしているが，当然のことながらそ
のことについてはサルもヒトも変わらない．では何
が違うかというと，1つは武器としての口の使用が
激減したということである．口を武器として使うと
いうことは現在でも全く行われなくなったわけでは
ないが，直立二足歩行により上肢が自由になったこ
とや知能の高度化により道具を作りそれを利用する
ことになったことから，戦いや食べ物を捕らえる場
図 1　頭蓋と脊柱の位置関係の比較
図 2　喉頭の位置の比較
（咽頭部を後方から観察している）
p146_中島功1023.indd   147 2012/11/19   9:14:35
中 　　島 　　　功
148
において武器を作りそれを使うようになったため
に，戦いのため，または餌を捕まえるための「噛み
つく」という動作はほとんど無くなった．さらに刃
物を使うことにより食物を口に入る大きさにまで小
さく切ってから摂食することにより食塊を噛み切る
という動作の必要性が少なくなった．さらには火の
使用により食物に熱を加え調理をすることで食物を
軟らかくして食べるようになった．
　道具ならびに火の利用に伴う口の利用様式の変化
は同時に咀嚼筋の筋力を低下させた．その結果とし
て口は次第に後方へ退縮して，現代人において口唇
は鼻尖よりも後方に位置するようになった．同時に
筋の付着部の虚弱化が生じ，下顎骨においては特に
筋部である下顎枝の縮小が起こり，頭部においては
咬筋の起始部である頬骨弓の突出が小さくなり，さ
らに頭頂部に突出していた側頭筋の起始部である矢
図 3　頭蓋形態の比較 （前面）
図 4　頭蓋形態の比較 （側面）
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状稜も消失した．咀嚼時に顔面の骨に生じた応力の
一部は眼窩の左右を廻り上部に集中する3）．咀嚼力
の強いサルにおいては眼窩上部に眉弓の強い突出が
見られる．しかし，ヒトでは咀嚼力の低下に伴い骨
に生じる応力が低下することに伴い眉弓の突出が弱
くなった．また，口の後方への退化は応力の流れに
も変化を生じさせ，サルでは後方に流れていた前歯
部の応力はヒトでは下顎前下部に集中し4），オトガ
イの隆起を形成することとなった（図 3，4）．
　咀嚼筋や項部の筋の縮小により頭蓋冠に対する締
め付けがなくなったことは頭蓋腔の容積を増すこと
を可能とし，さらに上肢が自由になり，色々な作業
を行えるようになったことが脳の発達を促すことに
なったと考えられる．頭蓋の形態変化は特に前後方
向への拡大が著しく，高度な精神活動を営む前頭葉
を入れる前頭部はヒトではサルに比べて極めて良く
発達を呈している．
表情筋の使い方による変化
　サルといっても“キツネザル“と呼ばれる曲鼻亜
目（原猿亜目）から類人猿まで幅は広いのだが，こ
こでは表情筋の変化を曲鼻亜目から人類に至る進化
の過程を追ってみる．表情筋というのは口裂，眼
裂，鼻翼，耳介の周囲で発達をしている．これは咀
嚼や吸啜をするときに唇を閉じる，眼を保護する，
匂いを嗅ぐ，音を聴くという機能のために発達して
いるのである．すなわち，哺乳類では乳児期にミル
クを吸う時に唇で乳頭をはさみ，口腔内を陰圧にし
なくてはならない．また，咀嚼をするときにも唇や
頬がなければ食塊がこぼれてしまう（頬筋も表情筋
である）．咄嗟に眼をつぶることは異物から眼を保
護するために重要である．鼻翼を動かすことは匂い
のする方向を知るために，また耳介を動かすことは
音のする方向を知るために野生動物の世界では重要
である．すなわち，表情筋は［生きる］ために大変
重要な働きをしているのである．原猿亜目はサル以
外の哺乳動物と同様にこれら本来の使い方をするた
めに鼻翼や耳介の周囲の筋が発達しているが，表情
には乏しい．しかし比較的進化をしたサルである直
鼻亜目（真猿亜目）や人類においては情報伝達手段
として表情が使われるため，特に口唇の周囲の筋が
発達し，さまざまな表情が作れるようになってい
る2）．しかし，類人猿や人では知能の発達に伴い
色々な護身方法や狩猟手段を覚えたために匂いや音
の方向を知るための鼻翼や耳介の周囲の筋が退化し
ている．すなわち表情筋については口唇周囲につい
ては発達し鼻翼や耳介の周囲については退化したと
いえよう．
　進化というのは環境に適応するように変化をする
ことなので，そういう意味で言えばヒトの頭頸部は
自ら作り出した環境に適応して進化しているという
ことになる．しかし，機能的に考えると咀嚼機能の
低下に伴う退化型であるとも考えられる．類人猿か
らの変化をみると分化の域を出ないようにも思え
る．
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